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製品名：ハイドラサリノール
表示名称：トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリル、アッケシソウエキス
推奨配合量：0.25%～

通常の保湿機能に加え、CODIF社独自の尿素チャネルへの
アプローチによって肌を乾燥から守り、潤いで満たします。

ハイドラサリノール

水 尿素

水チャネル（AQP3）合成促進 尿素チャネル（AQP8）合成促進
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Placebo 0.25% Hydrasalinol
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経皮尿素損失量（TEUL）経皮水分損失量（TEWL）
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AQP8: mRNA expression
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AQP3: mRNA expression
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0.25% ハイドラサリノール

プラセボ

0.25% ハイドラサリノール 0.25% ハイドラサリノール
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AQP3：mRNA発現 AQP8：mRNA発現

水分保持機能の高い『超耐塩性植物（アッケシソウ）』から得られた油溶性エキス

緑色：AQP3
赤色：核

緑色：AQP8
赤色：核

※CODIF社独自の概念&試験法

試験方法: 
テフロン製プローブで皮膚表面の角質細胞を採取し、
付着した細胞に含まれる尿素量を測定。

中文対応

+43％ +167％

油溶性

乾燥対策で
蓄積促進・損失回避すべき

2大保湿要素




